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アメ')力合衆国におけるインダストリアルアーツ・

技術教育の動向（Ｖ）

村田昭治

AStudyonTrendoflndustrialArts/Technology

EducationintheUnitedStatesofAmerica(Ｖ）

ShojiMURATA

はじめに
１教育改革における全般的な動向

私は，第13回国際技術教育学会第46回アメリ

カ合衆国インダストリアルアーツ協会の年次大

会に出席し，オハイオ州立大学並びに現地での

資料収集をもとに産業糯譲肝標記の論文(1)
～(1V）として発表した。

アメリカ合衆国(以下アメリカと喧記)にお
ける教育改革は,「危機に立つb犀'家｣やバイ
ヤーリポート「ハイスクール」等によって広く

我が国にも紹介され，わが国における教育改革

との比較において多くの関心を呼んできた｡周知

の如く，アメリカは全般的にみて地方分権的で，

一概に教育の動向を云々することはむずかし

い。しかしながら，最近，アメリカの教育につ

いてつ研究家今村氏が『教育は｢国家｣を救え
るか』と題する詳細な資料の分析にもとづく研

究書を発表急'|［た｡教育改革の全般についての
動向は本書等によることとし，技術教育の動向

については，現地で見聞したことに以後全米イ

ンダストリアル・アーツ協会及び国際技術教育

学会等の定期刊行物などを中心に1985年前後の

変化を探り，日本における教育課程の改訂や今

後の技術教育の再構築のための参考資料を得た

いと考える。

(1)危機に立つ国家

「危機な立つ国家」は，現今のアメリカの教

育が凡庸性に支配されがちであることから，教

育の卓越性を目指し，全米の国家レベルでの教

育改革を進めようと呼びかけたものである。

同書は，五つの勤告……教育改革の指標を示

した。Ａ、優れた教育をめざす中等教育を中心

とした教育内容の充実強化，Ｂ・学力の基準や

学業成績の重視，Ｃ・学習及び授業時間並びに

年間授業日数の増強，Ｄ，教師教育の改革と待

遇改養，Ｅ・指導性と財政援助の強化である。

「危機に立つ国家｣のＡ，教育内容にかかわっ

ては教育の卓越性（Excellence）を強調し，ハ

イスクール（９学年～12学年）の卒業履修要件

として五つの基礎教科をすべての生徒が履修す

ることを要求している。（a)英語を４か年間，（b）

数学を３か年間，（c)理科を３か年間，（d)社会科

を３か年間，（e)コンピュータ科学を半年間が必

修として要求された。

補充の勧告として，コンピュータ科学に関し

ては，（a)情報，計算，伝達のための装置として

のコンピュータの理解，（b)基礎的学習，個人的，

仕事に関連した目的のためのコンピュータの活

昭和６３年９月１６日受理
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用，（c)コンピュータ，電子工学，技術の世界の

理解をあげている。

(2)ボイヤー報告

1980年代の剛コナント報告帆として注目され

ているカーネギー教育振興財団の会長で前教育

長官でもあったEarnest・LBoyerの報告書

「ハイスクール」は，彪大な調査に基づき，教

育改革の方向を示した。

これまでのアメリカの教育の多様化が教育の

量的拡大と結びついたが教育の質の確保につな

がらないことを同じ高校卒詳の履修単位から９）

示すとともに，第七章において，表１に示すよ

うにすべての生徒の共通必修の学習のコアを示

した。

卒業に要する単位は，これまでの１／２から

２／３までに拡大すべきだとした｡ここでの単位

は，カーネギー・ユニットと呼ばれ，毎日１回

（５日制)週5回年間履修してl単位であゑ。
また，１１章「技術一教師の力量の拡長」で

は，コンピュータと教育とのかかわりについて，

(a)コンピュータについての学習，（b)コンピュー

タを使った学習,(c)コンピュータからの学習(思

考方法，対話）の三つをあげている。

(3)教育は「国家」を救えるか

アメリカの教育改革が，国の至上命令として

教育の卓越性の確保を躯いてあげて来たが1983

年前後それがどのように展開されているかを見

る。

前掲書によれば，教育改革第一段における主

要報告書が教育課程に対する提言として取り上
１２）

|ずて状況を抜粋すると表２のようになる。

表２から，全般的な教育の質の向上は，英語，

数字，理科，社会，技術/コンピュータ科学等の１４／

表２主要報告書の勧告事項

言語基礎英語・書き方

５話し方

文学

外国語

芸術

歴史合衆国史

２％西欧文明

非西改研究

公民

理科物理学

２生物学

数学

技術

保健

労働セミナー

卒業研究

１
Ｊ
１
１
１
１
１
１
１
１

１
％
１
２
％
１
１
潅
１
１
１

１
ｉ
Ｉ
く
Ｉ
Ｉ
Ｉ
く
Ｉ
く

１

２
％
鰐
だ
〉
だ
姥

合計 14％

進
級
／
卒
業
要
件
試
験

生
徒
へ
の
期
待
度
引
上

論
理
的
思
考
力
の
強
調

遅
進
児
へ
の
特
別
対
策

の
改
訂

職
業
／
就
職
関
係
コ
ー
ス

〈
美
術
・
音
楽
）

（
外
国
語
）

（
技
術
／
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）

（
社
会
）

（
理
科
）

（
数
学
〉

教
科
に
関
す
る
要
件
（
英
語
）

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂

危機に立つ国家

卓越のための行動

成績を上げる

大学進学のための準備教育

学校と呼ばれる場所

ハイスクール

２１世紀を目指す教育

パイデエイア提言

ハイスクールと変化する労働市場

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○
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サウスダコタ（1/2）⑭テキサス（１）⑮ユタ（1/2）⑳

ウィスコンシン（1/2）

Ｃ職業教育，キャリア教育９州

⑦コネチカット（１）〔芸術〕⑨コロンビア（1/2）〔イ

ンダストリアルアーツ〕⑩フロリダ（１）〔芸術，コン

ピュータ技術〕⑭イリノイ（１）〔芸術，外国語，音楽〕

⑱ケンタッキー（１）〔加設の数，理，社〕⑳ニューハン

プシャー（1/2）〔芸術，外国語，インダストリアルアー

ツ/職業教育のうち２科目〕⑳オレゴン(1／２）〔職業発達，

インダストリアルアーツ，美術,外国語〕⑮ユタ（１）

⑱ワシントン（１）

以上の結果から約3/5の31州で，技術/コン

ピュータ科学/職業教育が卒業の要件になって

いることがわかる。とりわけ，新しい傾向とし

ては，インダストリアルアーツから技術（テク

ノロジー)教育へという提言に照応し，技術/コ

ンピュータ科学は,2/5の22州にのぼることを注

目したい。

２技術教育の動向

重視の形となって表われる。

教育の質的向上として主として中等教育への

提言が目立つ。例えば，ハイスクールの卒業要

件を高めるなど。

ハイスクールの卒業要件の必修単位数を1980

年(改革案提増煎)と1984年(改革案提言直後）
とを比較すると，地方教育委員会が決定すると

回答した４州，計算方法が異なる１州を除いた

46州中，４５州で増加，１州で１／２単位減の例外

が見られただけであった。各州の卒業に要する

単位数を平均値で表わすと，1.99～2.23カーネ

ギー単位で我が国のおおよそ10単位～11単位増

に相当する。この数値から見ても，卒業要件が

底上の方向へ着実に進んでいることがわかる。
１４）

更にｌ`11別に見た卒業要件も上述のことを裏書

きしている。

国（英）語，社会，数学，理科，保健・体育

のその他の必修教科，必修選択教科の単位を見

ると，技術/コンピュータ科学等が目立つ。

技術/コンピュータ/職業科目を卒業要件とす

る州を調べると次のとおりである。

（）内の数学はカーネギー単位〔〕は必

修選択の対応する科目を示す。

Ａ技術（テクノロジー/インダストリアール

アーツ）を必修又は必修選択としている州

１０州

④アーカンソー（１）〔社会科〕⑨コロンビヤ（１）〔生

活技術〕⑪ジョージア（1/２）⑪メリーランド（１）⑳

ミズリー⑳ニューハンプシャー（２）〔芸術,'職業技術〕

⑪ニュージャージー（３）〔芸術，技術〕⑫ニューメキシ

コ（１）〔芸術，技術〕⑬オレゴン（４）〔美術，外国語，

理科etc〕⑲ウエストバージニヤ（１）〔応用技術，美術，

第二外国語〕

Ｂコンピュータ科学/リテラシーを必修又は

必修選択としている州１２州

⑪ジョージア（１）〔美術，職業教育〕⑲ルイジアナ(1／

２）⑭イリノイ（数学のうち(l)はコンピュータに当てる）

⑳メーン（コンピュータ能力試験パスのこと）⑳ニュー

ハンプーシャー(1/2)⑫ニューメキシコ⑰オクラホマ

（４）〔外国語，コンピュータ科学，経済，英語，地理，

理科，スピーチ，心理学〕⑯ロードアイランド（1/2)⑫

先に拙稿(アメリカにおける１Ａ/技術教育の

動向（Ⅱ)）で紹介した様にインダストリアル

アーツには60以上にものぼる多様な科目がある

現状から，卓越性をめざす教育改革の一環とし

て再編成の途上にある。前回は1984年現在にお

ける改蟇案"IndnstrialArtsCurriculum
Theory”を紹介した。1984,1985年の年次大会

並びに国際技術教育学会の組識，カリキュラム

委員会等の機関を通じた検討に際して公表され

た諸論文を吟味し，技術教育のその後の動向を

探りたい。

技術教育（TechnologyEducation)実施につ

いての展望は改革期の主な考え方を示すものと

して,本著を中心に以下その要旨の紹介したい。

(1)インﾀﾞﾌＭﾉｱﾙｱｰﾂにおけるテクノロ
ジーの進展

著者ケネス・フイリップは技術の歴史をたど

りながら現代から未来にむけ，インダストリア

ルアーツ（日本では技術科と訳している－文部

省学習指導要領英文版）の改革の方向を示す。
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１）技術の草創期

手のたくみさは親から子へと模倣によって

代々引継がれ，一緒に働くことによって伝承さ

れた。火や道具の扱いから始まって，グループ

ごとに特定の仕事を行う手仕事における熟達や

専門化が進行したが引続き模倣による技の伝承

が中心であった。この時代，文化としても手技

は尊敬を集めた。やがて，ギリシャの奴隷経済
うえ した

を経て，自由人|よ上，手を使う人間'よ下とする

侮蔑が生じた。この時代にアカデミックないし

抽象的なものと応用ないしは技術との間に分裂

が生じた。テクノロジーの挑戦に対応するすぐ

れた教育は，応用，手技への蔑視との闘いと，

知識・理論とのバランスに意を用いなければな

らないし，正しいテクノロジーの理解と教育組

織の強化について考えなければならない。

２）中世の技術

中世においては宗教的指導者たちが優位に

立って政治・宗教を牛耳り，こうしたグループ

は教育の組織を形成し，教養主義的な教育を中

心とした古典的な教育を確立した。手段の教育

は徒弟制度へと追いやられ，労働者階級の教育

制度となった。動力機械，印刷機にかかわる技

術の発達に伴い働く層の中にも富を蓄えるもの

もあらわれ，社会改革の気運が生まれた。社会

と教育について論ずる，ベーコン，コメニウス，

ロック，ルソー，ペスタロッケ，フレーベル等

は教育哲学の再考にとって重要な役割を果し

た。マルチンルッタ_は，全ての人々のための

教育を主張した。前述の論者達は，教育におけ

る経験のいきいきとした部分としてマニアル

アーツを提案した。この時代の考えは後々の技

術教育の地ならしの役割をはたした。

技術訓練におけるロシヤ法及びスロイド運動

はこの時代についで表われる。ロシヤ法やスロ

イド運動はアメリカにおける教育に大きな影響

を及ぼした。

３）ア〆リカにおける技術教育の出発

1876年フィラデルフィアの中央博覧会におい

て，モスクワ技術学校のヴイクトル，デラ・ボ

スの仕事が公開きれアメリカの教育者たちの注

目をひいた。この公開は，木工及び金工の一連

の技能訓練の展開で，手技の教育の組織的なシ

ステムの紹介て．あった。1877年マサチューセッ

ツ工科大学においてロシヤ法を導入し，1879年

にウッズワードはワシントン大学に技能訓練学

校を開設した。ラングルとウッドワードは，全

ての若者のための普通教育の一端として手技を

導入した。中等学校の設立に当っても，教育内

容の一環として，製図，木材加工，機械実習等

が提示され，それに加えて，歴史や文字がやが

て広汎に導入された。1884年バルチモア，１８５５

年にフィラデルフィヤとトレドに公立の技能訓

練校が設立され，漸時他の市や地域へ拡がって

行った。高等学校レベルでは，技術/ポリテク

テックの名称のもとに機械技術も開設された。

産業の変貌につれて，カリキュラムや施設・

設備の領域の追加が見られたがセントルイスの

手技訓練枝に極めて類似したものであった。実

習室は世紀のわずかな期間に一般の高校の教科

の分野として受け入れられた。

初等教育の技術教育の導入は，スロイド運動

の指導者，グスタフ・ラルソンが1888年ワシン

トン州到着によって出発した。チャールズＡク

ノー及びジョセフ，サンドバーグが彼の後を継

ぐ，ラルソンが私的な夏期学校において,スエー

デン式スロイドという訓練を行い，公立学校の

教師も指導した。ラルソンとその協力者の最大

の貢献は，教師教育にあると言われる。1890年

にスロイド訓練学校がボストンに設立され，全

国各地から教師たちが集まった。

時が経過し，考え方が熟し，変貌する。

イングランドにおいては，マニアル・アーツ

の運動はスロイド方式と図画・工作として出現

する。マニュアルアーツの運動は，技能の習得

と，すぐれた設計を通して有用なものを作る設

計と製作の両面を強調した。

1800年代の終りと1900年の初頭は変化と醸成

の時期といわれる。ジョン・デューイが「学校

と社会」を出版し，教育における中心的課題と
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して，産業文明について，産業の社会的意義をきものがあった。1946,47年，ＷＥ･ワーナー

学ぶことをあげた。これはインダストリアルの指導のもとにオハイオ州立大学に全米１Ａ大

アーツ運動と比較される。 会が開催された際「テクノロジーの反映として

1917-18年にスミスヒュージ法が表われ，第のカリキュラム」が発表された。カリキュラム

７，８，９学年に広汎に受け入れられた。の主要部門の概要はこの概念の強い影響があっ

インダストリアルアーツをめぐって，職業教た。

育重視派と前職業教育であるべしとする考えと組織運営についての論述を省略して教育内容

の間に激しい競合があった。を中心に述べる。

1934年アメリカ職業教育協会（ＡＶＡ）のう. 「テクノロジーを反映したカリキュラム」に

ログラムは,前職業教育であることを強調した。’よ

Ｒ･Ｗセルヴイジのリーダーシップにより「イ①情報伝達②建設③動力/原動機

ンダストリアルアーツの達成基準｣を発表した。 ④運輸⑤製作・製造の５領域を導入

1939年，広汎な普通教育とすべきだとする指導している。その後の主な動きを示すと，

性のもとにアメリカ・インダストリアルアーツ○1948年Ｇ・Ｏ・ウイバー「普通教育における

協会（ＡＩＡＡ）を組織（1932年にＡＶＡの部インダストリアルアーツ」を上梓し，教師教育

問としてＩＡ部間が設けられた。に強い影響を与え行動の変容を強調した。

４）第三次大戦後の技術教育○1950年，Ｄ・オルセンは論文「テクノロジー

戦後，カリキュラム研究・報告等に注目すべとインダストリアルアーツ」を発表，教材は産

業におけるテクノロジーから
表３テクノロジーを反映したカリキュラム

開発すべしと主張

○1953年，ＡＶＡ「インダス

トリアルアーツ教育の推進の

手引」改訂版を発行。

○Ｄ・マーレイ（メリーラン

ド大学）より一層科学や数学

と結会した学生の活動を重視

し，問題解決の調査と開発，

分析,実験，道具及び材料の

活用を提案。

○「アメリカ産業プロジェク

ト」全体的な骨組の研究，す

ぐれた教育用教材の開発。

○Ｄ・ラックス及びＷ・レイ

の指導のもとにオハイオ州の

インダストリアルアーツ，カ

リキュラム開発プロジェクト

が中心となり，｢建設の世界」

(一年用）「製造の世界」（二

年用)が開発され，４年間の

試用期間を経て市販された。

１情報伝達領域

グラフィック機械←－→電気視聴覚

音声の録音電信

構図とスケッチ電話歴史的

製図複写ラジオシグナルフラッグ

郵便テレタイプ

写真ファクシミリ光

印刷テレビ，多重チャンネル音声機器

音声記録レーダー

２建設領域

○家屋

○高速道路（橋，トンネルを含む）○工場及び公的建物

○空港，水路，－戸建と公的集団，住宅，産業施設，公的施設

３動力領域動力源自然電気熱

発電太陽水力生命燃焼核分裂電気

伝達水力空気機械的，電気的

実用化製作製造運搬情報伝達

４運輸領域

地上ハイウェイ鉄道

航空空気より重い，軽い，航海学，動力

気象学，空港，空気力学，宇宙，ターミナル

海歴史，運送タイプ，造船，動力施設，人工湾，小型ボートの製作，

モデルの製作

５製作・製造領域

主要分野食品，繊維，ゴム，金属，セラミック，その他、

学習領域歴史，材料，製作，消費，応用



198金沢大学教育学部紀要（教育科学編） 第38号平成元年

テクノロジーを反映したカリキュラム

表３にその主な内容を示す。

他の地域でもいくつかのカリキュラムが開発

された。共通的に留意すべきことをあげると次

のようになる。

５）技術教育カリキュラムの共通要素

①活動的（実践的体験的）プログラムであ

ること。

②すべての男子，すべての女子に教えられ

るべきものであること。

③若者達を技術時代への挑戦，責任，機会

を与えるように導びくものであること。

④技術的概念や諸体験に関して，広汎かつ

バラエティに富むものであること。

⑤、アカデミックⅢなスキルと帆実際的〃

スキル，剛理論〃と剛操作帆の橋わたしになるべ

きものである。

⑥若者達自身に，実際的な方法によって，

自身の興味・関心，適性を決定する機会を提供

すべきものである。

６）勧告一改革において配慮すべき要点

①歴史と過去の経験から学ぶこと

②改革は全国規模で専門家の協力を通して

実施きるべきこと。

③専門職は改訂に参加し，改訂を理解する

こと。

④協力的に相互支援ができるように開発的

な視点と意見が提供されるべきこと。

⑤いかなる全国レベルの提言についても，

共通要素の重要,性を理解し強調すべきであるこ

と。

⑥プログラムの相違点を強調すべきではな

いこと。

⑦専門家の支援を組織し補充すべきである
こと。

⑧アカデミックな理解と実際的な適用のか

け橋としてプログラムは作用させるべきこと。

⑨改革には専門家の抵抗もしばしばあるが，

検討すべきこと。

⑩改革は専門職が成功裡に展開すべきであ

ること。

⑪新しく出来たテクノロジープログラム

の考え方の効果として，キャリヤ教育の考え方

について，再検討し利用すべきであること。

⑫この分野における教師の転換の努力につ

いての強力な助力は基本的なものであること。

⑬新しいプログラムのために学習及び指導
のための手引きと資料とを開発すること。

⑭新しいプログラムの考え方を実施するた

めの適切な学生の活動を開発し示唆を与えるこ

と。

⑮学生の活動に最近の技術的な考え方（例

えば，ロボットやコンピュータ）を取り入れて

出版すること。

⑯施設の選択と再編成のための指導原則を

開発すること。

⑰自己教育の技術と教材の活用と価値につ

いての興味・関心を新たにするよう鼓舞するこ

と。

⑱専門分野の役割について，転換したり，

参画したりする分野を明確にすること。

⑲職業教育として一層の一般的なアプロー

チに関心を寄せるべきであり，より多くの共通

的な関心と支持を掘り起すべきであること。

⑳専門職の協会を組織し，実際に未来のた

めに指導性を発揮することを期待すること。

⑳協会の行動計画を確立するための，アイ

ディア，手引書を検討すること。

⑳適切に立案し，協力し，開発的な仕事の

成果を出版すること。

⑳内部的及び対外的両面にわたって専門家

が変革の考え方を手早く行きわたらせるすぐれ

た市場原理，昇進・情報の普及について知るこ

と。

(2)技術教育国際的展望

著者ロナルドＤ・トッドは，国際技術教育学

会の国際関係委員会の世話役を努めている。本

論文は，技術の発達史を縦軸とし，国際的関係

を横軸として，それぞれの国の産業経済の発達



村田昭治：アメリカ合衆国におけるインダストリアルアーツ・技術教育の動向（Ｖ） 199

１８ノ

段階に見あう技術教育のあり方１こついて，

その枠組となる考え方を示そうとしたも

のである。

１）技術の発達段階

Ｒ・Ｄ・トッドは，技術の発達段階を

図ｌのように捉え，それぞれの技術段階

の特色を詳細に述べる。

現在，若干の国が，ベルが1973年脱工

業化社会，1979年にエバンスが情報化社

会，1980年にＡ・トフラーが第三の波と

呼んだ工業化社会に次ぐ技術的発達段階

に達している。アメリカ，日本などはそ

の国の一つであることは間違いない。

２）テクノロジーと教育

一国を技術教育をどのように見るかは，

士着的 業化
人工，

、”化

総合された技
術的システム

技術的
システム

適正化
技'

技術の
移転

伝統的
技術

図１技術の発達段階

３）技術教育の目標

デフォージは，技術教育は次の三つの要件を

充足することを提言する。

①個人的であれ，チームであれ，学生自身

が，彼等の設計の対象物を作りだす際に直面す

る削除，再構成などの特別な問題について観察

力を養うこと。

②積極的な動機づけを行うことにより，特

に技術的，科学的な教育にむけてのガイダンス

を充実すること。

③少年少女に彼等が生活している環境を理

解させる手段を与えること。すなわち，テクノ

ロジーの紹介，ダイヤグラムの理解，仕事の方

法論と組織を理解すること。

Ｒ・Ｄ・トッドは，それに④を追加する。

④技術的な意志決定をすること及び,人的，

環境的,社会的,文化的な展望を与えること。

ＲＤ・トッドは四視点について更に述べる。

①テクノロジーと社会文化的教育：学校を

外部の世界から切り離すべきではなく，特に勤

労の世界とのかかわりが大切である。総合技術

的教育は，学生たちが技術によって影響を受け

るすべての人々とかかわりあいをもつことが必

要であり，社会組織にいかに適合していくかを

理解させることにある。環境問題，未来の学習

も含まれる。

②技術と人間：協働の意義，グループの一

員として仕事にかかわること，自分の能力，野

心，知識等グループ内での位置づけと役割を学

一国を技術教育をどのように見るかは，テク

ノロジーをどう見るかに直接的に関係してい

る。

テクノロジーの定義は，（a)道具とハードウエ

ア，（b)物敗とサービスの生産，（c)建設運輸，情

報伝達，生産のシステム，（｡)実際的価値につい

ての知識の体系，（e)思考と行動についての哲

学，と広範にわたる。

ぞれぞれの国にはそれぞれの社会・経済的な

背景があり技術の発達段階がある。しかし，そ

れぞれの国のそれぞれの段階について共通点を

見だそうとしたデフォージが1972年に示した考

え方がある。

デォージは技術教育の主要な構成要素として

（a）技術教育の目標

（b）教育の形態

（c）学際的である度合

の三つをあげる。

Fフーノー〃

ブごノー(ﾌ１Ａ６

図２教育の目標

土着的 芽生え 発展 工業化
人工頭
脳化

－－Ｐ
総合された技
術的システム

／▼
技術的
システム

／ヶ
適正化
技術

／P
技術の
移転

伝統的
技術

技術の発達段階

土着的 芽生え 発展 工業化 人工頭脳化

特殊一般化

テクノロジーの

教育的な特徴テクノロジーの及ぼす

影響の特徴
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ぶ。

③技術と学際的な考え方：適用と総合，さ

まざまな技術関係科目を総合すること。プロ

ジェクト法は有効である。

④技術と原理：分析的なアプローチ伝統

的な科目が残る。知識の適用は，学校で学ぶこ

とと学校外で学ぶこととが両々相まって可能と

なる。科目として電子工学等の学習が適切であ

る。

４）指導の型

技術の指導に関連して，学際的な考え方は六

つのタイプの指導を明確に理解することを助け

る。

①技能の体係としてのテクノロジー例えば

手工具の技能の習得の成果などの習得

②動機づけの形としての技術学習

技術の学習を通して問題を解く過程が数

学や理科の学習の動機づけとなる。例えば

木材の構造物についての計測や計算など

③生徒の科目選択の権利としての技術学

習，生徒たちが分かれた（独立した）科目，

例えば，設計及び材料の強度などを学ぶこ

とができること。

④生徒の自己目的としての技術学習

技術の一般的領域一技能と知識に関す

る重要事項一を学ぶことの生徒たちに

よって総合可能な十分に習得された個々の

科目の学習が含まれている。

⑤導ぴかれた主題の学習としての技術学習

与えられた主題から出発してこの主題に

関連した内容を発展させる。

⑥基本的な考え方の展望としての技術学習

高レルベルの問題解決の能力の体系とし

て技術を見る見方，考え方，展望など「科

学的方法」と同様，「技術的方法」をある主

題と関連づけて指導する。

５）技術の継続性一技術教育の構造

図３は，技術の特殊から，一般への連続性を

もつ技術の展望を示している。

特定の分野の技能を先輩から学び，長期にわ

たる仕事への参加により技能と知識とを蓄積す

る

これが伝統的技術の段階の図である。次いで

技術の執芽生え〃の段階の国にあっては技術移

転を意図し，より形のととのった教育・訓練が

なされる。

技術のⅢ発展〃段階にある国々においては，

技術移転の活用と成熟により新たな段階に入

り，「技術の適切`性｣が求められる。この段階で

は共通的に技術の評価,意志決定が重要になる。

“Smallisbeauti‐

ful”が受け入れら

れ易く“eitheror

thinking”が必要

になる。

帆工業化〃され

た国々にあっては

大量生産をし，他

国へ輸出が重要な

地位を占めてい

る。不幸にも重厚

長大の生産体制に

重力がかかりがち

である。

巨大な生産シス

欝鰐v型ｉｆ;i｣二

Iiill二'二にＬＬＬ1.mⅡii;;i拳iii鱗

特殊

図３技術の継続性一技術教育の構造
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しめくくる。テムは`情報伝達や運輸など技術的システムを支

えるインフラストラクチャーを必要とする。こ

の段階の国の教育は，機械工学，流体力学，電

気工学のようなより技術的な側面を重視し，産

業における生産の維持・拡大を支える十分訓練

された労働力が必要とされ，技術的なシステム

に必要とされる知識の専門化が進む。

脱工業化社会は単に物品を製造する大きな工

場だけではなくて，機械とそのシステム，諸過

程，接続及び他への情報の提供にかかわるエレ

クトロニクス，サービス及び情報通信産業に基

礎をおいている｡典型的な生産物は，コンピュー

タ，ロボット，人工衛星なでどある。この段階

の国々における技術教育のありようは細部にわ

たって明確ではない。しかし，その方向性は示

すことができる。工業化時代の標準的な職業訓

練にとって高度の技術訓練が重要となる。この

段階の技術教育は，別々な教科を新しく，広汎

に，より強力に教科領域として統合することと

なろう。

それぞれの国の産業技術の発展は国際的に影

響をもつ。技術移転に当たっては，その影響を

十分考える必要がある。基本的には未来志向の

教育訓練であり，技術のインパクトについて事

前に考えることである。未来志向及び未来の計

画は益々重要性を増す。このことは技術教育の

重要性の増大として位置づけられる。

技術教育は国際的な運動として発展してきて

おり，特記すべきことは，技術的能力のあるも

ののためではなく，すべての生徒のための技術

教育に関心が集まってきている。発展途上国に

おいては技術教育が曠罪の山羊の役割を果して

いる。

技術的な教養を身につけた大衆は，追求され

ている技術的変化や社会的インパクトに対して

より一層合理的な根拠をもってよりよく考える

ことができた。それぞれの国での体験は他の国

に生かされ，集約された経験，知識による先見

'性をわかち合うならば,失敗のくり返しはない。

「我々は孤独ではない」とＲＤＴｏｄｄは論を

１９）

(3)専門職の方向としての技術教育

技術教育は，すべての児童・生徒が産業と技

術のあらゆる側面についての能力の発達させる

ために存在し，これらの児童・生徒たちが，技

術的な環境の中にあって，個人の潜在能力を発

見し，発達させることを助けるために存在する

という基本的考えに立っている。

技術教育の各学校段階別の目標，各段階別の

内容，カリキュラムの構成，キャリヤパスなど

について総括した論文である。

１）技術教育は学習を助ける

学校は，若者に彼等の生きる世界のための準

備を行う。経験は潜在的能力の顕在化をもたら

す。アメリカの文化は技術的に性格づけられ，

学校は技術の性質について洞察力と理解力を与

える。児童・生徒･学生の諸能力育成に役立つ。

①技術の重要性について知り，評価するこ

と，道具，材料，加工法の適用と安全・効率に

関する技術的な考え方

②個人的な才能の発見と発達

③問題解決のスキルの適用

④他教科への活用

⑤創造的能力の活用

⑥未来に影響を及ぼす種々な能力

⑦変化する環境に適応すること

⑧賢い消費者になること

⑨職業選択に関する情報を与えること

２）技術教育のプログラムのための基準

すべてのレベルにおいて，技術教育のプログ

ラムの内容は次のことに基礎をおく。

①いろいろな概念，加工過程のシステム化

された体系及び技術的に独特なシステム。

②技術の発達に対する，基礎的な知識及び

その人間，環境，文化に対する影響。

③指導内容は次の領域（Ａ～Ｄ）の一つ以

上から選択される。

Ａ情報伝達，人間の潜在能力を拡大する情

報の伝達・変換を行うための資料の効果的活用
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Ｂ建設構造物の建設又は用地上の建

築物に対する資材の効果的活用

Ｃ製作・製造原料又は再成材料を工業製

品や消費財に変えるための資源の効果的活用

、運輸時間と場所の移動の効果を生

かし，直接的な接触を確保することによる資源

の効果的な活用並びに人間，社会的単位として

の物財と人間の移動を通した交流

④生徒達の洞察力，理解力，技術的概念，

加工過程やシステムの適用力の伸長を図るこ

と。

⑤道具，材料，機械，加工過程及び安全と

効率に関する技術的概念を適用すること。

⑥生徒の技能，創造的能力，積極的自己概

念を発達させ，技術において個人的な潜在能力

の発達を図ること。

⑦人的・物的資源，加工過程，システムを

含む，生徒の問題解決能力及び意志決定の発達

を図ること。

⑧技術社会における生涯学習に備えるこ

と。

⑨活動重視の実験指導など，しっかりした

経験によって抽象的概念を強化を図ること。

⑩技術的な仕事の遂行に当たって，専門知

識（knowｈｏｗ）と実践する能力の結びつきを

強化すること。

３）技術教育のカリキュラム構成

技術教育は学校のあらゆる段階において実施

されなければならない。図４は技術教育の構成

を示す。初等教育においては，技術的な関心の

喚起に，前期中等教育は，テクノロジーへの導

入と啓発に，後期中等教育は，テクノロジー(社

会）ヘの準備にねらいがある。

初等教育における技術教育は，初等教育の総

合的な目標達成の一助として計画された。児童

を技術に導き技能（精神運動能力）の発達を図

り，技術の影響の大きい社会に対する態度を更

新することにある。

①子ども達に，人間がいかに人間の環境を

作り出しコントロールしてきたかについての基

本的な考え方を学ぶ機会を与えること。

②初等教育における理科，数学，文芸など

他の科目，領域の学習の強化に資すること。

③児童に道具や材料を使って働くこと，技

術的な概念と加工の経験を与えること。

④技術的な関心を発達させること。

初等教育における技術教育の目標は，児童の

個人的発達と技術的な関心の喚起に貢献するた

めの学習の強化にある。

実施に当たっての示唆として，教師は，初等

教育カリキュラムの内容に技術教育を統合する

前に，技術教育に対する事前の現職教育を修了

すべきである。

５）中学校（中等前期）における技術教育

中学校における技術教育は啓発的性格をもっ

ている。このレベルにおいては，情報伝達，建

設，製造，運輸についての調査や実験を行う。

大学進学か職業高校進学かにかかわりなしにす

べての生徒が技術教育を受けることを勧告され

ている。この段階の教育は，高等学校段階に適

切に接続するように計画きるべきである。中学

校の技術教育を履修することにより，現在の技

術社会において生来の才能，態度，技能を開発

することができる。

①現代技術についての範囲を正しく認識す

ること。

②基本的な道具，機械，材料を安全に活用

し，テクノロジーと結びつけられた加工過程を

活用できること。

③職業的分野，技術的職業における技術教

育について理解すること。関連した加工分野に

ついて材料，生産物加工過程の問題点，活用と

開発とについて調査・分析すること。

図４技術教育のためのカリキュラムの構成

4）初等教育における技術教育

９学年～12学年
高等学校

目標テクノロジーへの準備

６学年～９学年
中学校

目標技術への導入と啓発
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④商業と工業における組識と経営のシステ

ムについて体験させること。

⑤技術的分野における一般的問題とプロ

ジェクトについて調査し，計画し，設計し完

成し評価すること。

中学校の技術教育のプログラムは，表４のと

おりである。

生徒たちを職業生活や上級の職業教育，上級の

技術教育及び大学の技術関係へ進学するための

転移性のある資質を備えさ}せることにある。

高等学校における標準のプログラムは，表５

のとおりである。

表５高校における技術教育プログラム（勧告）

表４中学校の技術教育に関する勧告

－スの

６）高等学校における技術教育

高校の技術教育のプログラムは，技術の本質

を学ばせ，中等後の職業準備の深い基礎として

生徒に提供される。生徒は消費者としての適応

力を得るとともに，職業的準備と同様に，人間

的豊かさを獲得するであろう。生徒達は，単科

大学や総合大学で技術や科学を専攻し，いろい

ろな技術コースを選択できようになる。プログ

ラムは，中学校の既習のコースを補充し，繰り

返しのないような継続的なコースを提供する。

①基礎的な科学や数学の原理を実際的に体

験すること。

②中等教育後の技術的職業，エンジニヤプ

ログラム，又はサービス部門に関して意志決定

すること。

③上級の職業教育プログラムに関連した意

志決定をすること。

④我々の社会,文化における技術について，

深い理解と認識を得させること。

⑤道具，機械，材料を活用するための特有

な技能の発達を図ること。

⑥産業技術における道具，材料，加工過程

生産物及びサービスに含まれる問題を解くこ

と。

高等学校の技術教育のプログラムの目標は，

勧告された技術教育のプログラムは，四つの

コースを含んだものであるべきである。中学校

の技術教育を補完するコースとして設計され，

継続されるべきである。コース間では選択的で

あるが，各コースのガイダンスコーデイネータ

は技術教育の履修者を勇気づけること。

７）技術教育にとってのキャリアパス

図５に示したように幼稚園から第12学年まで

のあらゆるレベルにおける総体的なプログラム

は完成している。この総体的なプログラムは，

適切に設計され，技術教育の履修から最大限の

利益が得られなければならない。継続性のある

技術教育のプログラムを履修した生徒は，高卒

後図５に示した三つのいずれの道にも対応でき

るよう準備されていなければならない。技術教

育を履修することによって，生徒は，工学，科

学，建築，技術パカロレアのコースに入ること

学年 コス
コース

の形

９－１２

○情報伝達

･図による'情報伝達

･エレクトロニクスによる情報

●

伝達システム

メディア'情報伝達

○建設

･建設の計画と設計

･建設とサービス

・メカトロニクスシステムサー

ビス

○製作・製造
● 材料，製造過程

･製作のためと製品の設計

･製造システム

○運輪

･運輸の技術的要素

･運輸の計画と設計

･人と商品の運輸システム

選択

１～２

学期

学年 勧告されたコース コースの型

８－９

情報伝達のシステム
建設のシステム

製作・製造のシステム
運輸のシステム

各学期ごとに

コースを選ぶ

６～７
産業及び技術的システム
への導入

必修コースは全
生徒に共通
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（日本の約10単位相当）に及んでいる。また，

コンピュータ科学，技術教育，職業教育を卒業

要件とする州は必修選択とはいえ3/5の州にわ

たっており，ニューベーシックにテクノロジー

が加えられていることを裏付けている。

を希望するであろう。他の職業のコースを専攻

できるようになっていることが大切である。

（上級）
職業教育

単科大学又は
中等後教育

生涯教育
テクノロジーの適用性

／、
~｜「

、
ｒ
／
１

八Ⅱ

技術教育の動向について見るとインダストリ

アルアーツから技術教育（テクノロジー重視）

への移行期にある。

アメリカ・インダストリアルアーツ協会（Ａ

ＩＡＡ＝AmericanlndustrialArtsAssocia‐

tion）が改名`し，InternationalTechnology

EducationAssociationとなったことは象徴的

なことといえる。

ＡＩＡＡ（現ＩＴＥＡ）の主要メンバーは技

術教育の再構築のための理論構成に取り組んで

おりその主なものを三例を紹介した。一つは，

技術の発達段階を追いながら「テクノロジーを

反映したカリキュラム」を提案し，その二は，

技術の発達段階と国際化を縦と横の軸として，

技術教育のカリキュラム構成の枠組を示した。

その三は，小，中，高一貫のＡＩＡＡの機関の

勧告の技術教育案を提示している。

紙幅の関係で紹介できなかった翻2'世紀に
むけてのテクノロジー教育の行動計画を示して

いる。また，「数学,理科との接続する技術教育」

を進める泰斗ﾏｰﾚｲ（D鍋澱aley)を中心
とする科学技術教育派の提言について紹介でき

なかった。別の資料でも，技術教育の教科名が，

インダストリアルアーツから，テクノロジー，
２４）

エデュケーションに移行しつつあることを示し

ている。

これに比し，我が国においては，小学校に技

術科がなく，中学校の技術・家庭科に「'情報基

礎が導入されることとなったとはいえ，男女平

等の確保のために指導時数は半減し，高校にお

いては技術教育の教科さえ設定されていない。

日本では，家庭科が高校で必修化されたが，技

術科こそ必修化されなければならなかった。高

度情報化社会にむけての教育として大きな課題

Ｉ
図５技術教育とキャリアパス

最終的に技術教育は，技術社会によりよく生

きぬくために履修する。望むらくば，幼稚園か

ら高卒まで技術を学ぶことにより，生徒が生涯

教育を模索することである。

３考察一まとめと課題

1980年代の前半，アメリカにおいては，教育

改革論の嵐の中にあったといえよう。教育の量

と質，特に卓越性を求める様々な勧告や報告書

を提出された。

我が国においては，基礎学力の重視の方向と

受けともるとともに，画一的な教育への反省が

打ちだされた。

アメリカにおける教育改革は，英語，数学，

理科，社会の重視と受けとられがちであるが，

それらを含め，コンピュータ科学をはじめとし

た科学及びテクノロジーへの配慮が色濃く打出

されている。

また，地域別（州，学区）個人別と多様化が

水準の確保を危うくしているとする考え方に

立って，共通化，コア学習，コア・スキルなど

選択・多様化を修正する方向に進んでいるよう

に思われる。

「危機に立つ国家」「ハイスクール」などの教

育改革の提言が発表された前後の高校卒業要件

の引きあげは,平均でおよそ２カーネギー単位，

弁心弁
９～

1２

６～

幼

９

－ケ

６

■■■l■■■－－■■■-－￣■■■■■■■l■■￣-－--■■■■■■■■■■■■U■■￣■■■￣･■■－－－－－－－－－－－－-－￣￣－－－－－■■■■■■■■■-－－－￣■
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を残しているといえる。

しかしながら,鞭大学協会･技術･職業・
職業指導部門の提言をよりどころとして，現代

社会における技術の進展に対応できる国民形成

の!ための教育の一環として，技術教育のカリキ

ュラムを構築する必要がある。

産業技術教育学会の年次大会には，カリキュ

ラムの改善に訓》１戸各分野(領域)の改善案
が提案されているが，全体の骨組(Framwork）

を材料，エネルギー，情報，加工などを中核と

して構想し,理論的な検討を続ける必要があり，

この際，先進諸外国におけるカリキュラム構成

を参考にしていく必要がある。

択の自由東信堂１９８７．

８）天野郁夫他：教育は「危機」か－日本とアメリカ

の対話有信堂１９８７．

９）前掲６）ErnestL・Boyer:HighSchoolpp81～83.

10）ｄｉｔｔｏｐｐ９４～137.

11）ｄｉｔｔｏｐｐｌＯ６～201

12）今村令子：教育は「国家」を救えるか東信堂ｐＰ

ｌ３２～133表11より．

13）同上ppl76～177の表17｢州別に見た卒業要件の引

き上げ状況」より算出

14）OfficeofEducationalResearch＆Improvement

U・SDepartmentofEducationCenterforStatis‐

ｔｉｃｓ：DigestofEducationStatisticsl985-86p73

～７５Minimumcourserequirementofhigh

Schoolgraduation,bystate

l5）Hales,ＪＡ＆SnyderＪ・Ｆ：Jackson,sMillIndus、

trialArtsCurriculumtheory．Ｗ、Ｖ：Fairmont

StateCollege

l6）ＡＩＡＡ：TechnologyEducation-APerspective

onlmplentationl985.

17）KennethPhillips：AProgressionofTechnology

inlndustrialArtsEducationl985

18）Ronald.Ｄ・Ｔｏｄｄ：TechnologyEducation---An

IntemationalPerspectivel985.

19）AIAACurriculumCommittee：TechnologyEdm

cation---ADirectionfortheProfessionl985

20)ＡＩＡＡ：TechnologyEducationPrograminAction

1985.

21）DonaldMaley：InterfacingMath,Science,Tech

nologyEducationl984

22）DonaldMaley：TechnologyEducation--Chal

lengesandOpportunities1987,4.

23）Donald,MaleymntegratingMathandScience

intoTechnologyEducationl987,5.

24）IndustrialEducation：StatusoflndustrialArts

Namel988，１．

２５）全国教大協技術・職業・職業指導部門：小・中・高

一貫の技術教育の確立のための提言1984.

26）日本産業技術教育学会：第27回全国研究発表大会講

演要項集1987.

27）同上第28回大会1988.
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